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あらまし：対話型コミュニケーション（講義・セミナー形式なども広く含む）において，参加者それぞれ

の内面での関心・興味等の変化は常時起こっていると考えられるが，発言や動作などによりそれらを表出

できるのは，ごく一部であり，その全てを表出させるのは非常に困難である．せめて「どの時点で変化が

起こっているのか」を可視化・外在化するだけでも，コミュニケーション活動の改善に寄与できるのでは

ないか，という発想から考察してみる． 
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1. はじめに 

対話型コミュニケーションは，複数の参加者が，

発話などの表出行動により相互に伝達を行いながら，

知見を得たり，新たな発想を創出したりするコミュ

ニケーションである． 

日常生活における対話活動はもちろんのこと（井

戸端会議なども含まれる），学習活動としてはカフェ

型コミュニケーションやディスカッション，ワーク

ショップなどの形式により，学校教育や生涯学習な

どの現場に幅広く取り入れられている．授業や講演

などの講義・セミナー形式も，質疑応答などを含め

れば，広義の対話型と捉えられる． 

これらの対話型コミュニケーションの大半は，発

話や身振りなどの表出行動により進められる．一方

で，各参加者の内面では様々な気付きや発想，思考

などが，コミュニケーション中で常時発生している

と考えられる． 

この内在的思考は，主に他の参加者による表出活

動によって引き起こされるもの（同意・反論・気付

きなど）や，主に自身の思考により導かれるもの（発

想・結論など）があると考えられるが，いずれも発

話等の表出活動が無い限り，他人に伝わることはほ

ぼ無い．しかしながら，参加者自身にとってはコミ

ュニケーション活動の成果として少なからず寄与し

ているはずであり（むしろこの割合が大勢を占める

場合もある），これらを可視化・外在化することによ

り，その活動全体の成果分析を促進するだけでなく，

リフレクションによる活動自体の活性化にも寄与で

きると考えられる． 

これらの内在的思考を全て外在化することは当然

不可能であるが，最低でも，関心や意識の変化点（気

付き・同意・反論など）をタイムライン上でプロッ

トし，活動の動画や音声など（アーカイブ）に重ね

合わせることができれば，断片的ながら，そのコミ

ュニケーション活動全体を表出活動・内在的思考を

含めて俯瞰的に捉えることが可能になるのではない

かと考えられる． 

 

2. リアルタイム型関心変化調査 

関心変化調査で最も理想的なのは，活動中にリア

ルタイムで変化点をプロットできることである．参

加者が活動に集中するためには，目線や心拍等の生

体情報を自動的に収集可能なものがあるが，それだ

けで内面的思考とリンクしていることを証明するの

は困難である．従って、意識変化点を参加自身にプ

ロットしてもらう必要が出てくる． 

2.1 能動型データの例 

参加者自身が意志を持って変化点を申告する例と

して， SNSハッシュタグを利用する例がある．講義

型に主に用いられるが，質疑応答は 1対 1になりが

ちであるところ，参加者がハッシュタグで質問や感

想を投稿，スクリーン等に映し出せば，その情報を

全員で共有でき，且つ外在化できる機会が大幅に増

える． 

類似例として，ニコニコ生放送やツイキャスのコ

メント書込み，その他 SNSのライブ放送でのいいね

ボタンなど，いわゆる同期型動画配信サービスへの

リアクションも意思表出の一つである．伊藤(2014)

はツイキャスを利用した授業実践を行っている(1)． 

また，山下ら(2010)は，参加者が他者の表出行動に

対する感情や意識などを端末からサーバに送信し，

記録として蓄積する「Sounding Board」を用いた可視

化を行っている(2)． 

後述するが，リアルタイム型では活動自体を阻害

しない程度のアクションでないと有用性に疑問が出

るので，意識変化点だけをボタンやクリッカーなど

でプロットするだけの調査も考えられる． 

2.2 受動型データの例 

能動型に対し，参加者の意志に関係なく，生体情

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

I2-3 

― 169 ―



報などのデータを自動的に取得し，分析に用いるこ

ともある． 

活動中の目線や心拍などの生体データを観測・記

録する方法は種々あり，従来は設備や準備等の負担

が大きかった点も，技術や機器の進化により，ウェ

アラブルデバイスや小型端末などにより，データの

取得が簡便になりつつある． 

2.3 メリットと問題点 

能動型データは，参加者の意志を比較的忠実に反

映させられる一方，活動没入への阻害要因や，誤入

力・虚偽入力のミスデータの可能性もある． 

受動型データは，活動への阻害を少なくしながら

生体情報を忠実に記録できる一方，そのデータのみ

で意識変化点を表現できる可能性はまだ低いと考え

られる． 

従って，これらの調査を併用し，アーカイブと重

ね合わせた分析によって，阻害要因を少なく抑えら

れる可能性を持っていると考えられる． 

 

3. リフレクション型関心変化調査 

リアルタイムでの調査が困難な場合，アーカイブ

を用いたリフレクション型調査が考えられる． 

3.1 リフレクションでのラベリングプロット 

活動後，個々の参加者にアーカイブを視聴させな

がら，意識変化点をプロットしてもらい，可能であ

れば，個々の変化点に「同意」「反対」「他案」「気付

き」などのラベリングを行ってもらう． 

イメージとしては，ニコニコ動画などの非同期型

動画配信サービスへの書き込みなどのリアクション

に類似する． 

中島(2008)は非同期型タイムプロットのシステム

を，クリッカーを用いて制作，タイムコード付きの

データを取得できるようにし(3)，芝崎(2014)はオープ

ンコンテンツを利用した事前学習のための視聴反応

モバイルシステムを開発している(4)． 

3.2 メリットと問題点 

リフレクション型の最大のメリットは，活動自体

に参加者が没入することが可能なことであり，調査

の有無に活動が左右されないことである． 

一方で，意識変化点も非同期入力となるため，入

力点や内容を入力者自身が操作してしまう可能性が

あり，また，活動時間の倍以上の時間拘束を参加者

に求める点も課題ではある． 

活動の内容や参加者層などにより，リアルタイム

型とリフレクション型それぞれ適したデータ取得方

法をハイブリッド的に利用することも視野に入れる

必要がある． 

 

4. 分析 

分析においては，以下の点に着目することが考え

られる． 

・ プロットの多い時間帯の前後にアーカイブ

上で何かが起こっていたか？ 

・ アーカイブ上に表出されている言動が無い

にも関わらず，プロットが多い時間帯は何が

起こっているのか？ 

・ 著しい表出言動が起こっているにも拘らず，

プロットが少ない場合は，言動が他者に伝わ

っていないということなのか？ 

・ ラベリングされている場合は，ラベルと表出

言動との関連性 

 

5. おわりに 

本調査手法の発想の端緒は，筆者が様々なコミュ

ニケーション活動に触れていくにあたり， 

・ 個々の参加者に内在的成果が出ているの

か？ 

・ 個々の活動に表出した成果が出ていなくて

も，意味ある活動として第三者にアピールで

きるのか？ 

・ 類似活動あるいは非類似活動において，表出

言動と内在的思考の変化点に何らかの関連

性が認められるのか？ 

などの疑問が生じたことから始まっている．これ

らを少しでも可視化することにより， 

・ 参加者の活動自体への関心・モチベーション

を上げられ，維持できる可能性． 

・ 成果が見えにくい活動について，他者への説

明根拠になる可能性． 

・ 活動自体の効率や濃度を上げられる可能性． 

などが期待できる所であり，実際の調査活動に取

り組んでいきたい． 
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